
 
 
 
 
 

府民からの意見公募の結果 

 
 
１ 公募期間 平成１９年８月１日から平成１９年８月２２日まで 
 
 
２ 意見陳述 なし 
 
 
３ 文書による意見提出 
 

対象事業名 件数 提出者 内容 
南河内・健康ふれあいの郷 １件 団体 別 紙 

 



 

府民意見に対する府の見解 

 
 

府の見解（南河内・健康ふれあいの郷） 
 

「南河内・健康ふれあいの郷」事業については、府が平成４年10月に発表した

基本構想に基づき、スポーツ・レクリエーション施設と良好な戸建住宅の整備を進

める予定でありましたが、基本構想発表後の府の厳しい財政状況の中、平成８年の

行政改革大綱等により当該地区の整備が見送られてきました。 

 以降、大阪府建設事業評価委員会における審議をはじめ、そのあり方にかかる

様々な検討の中で、住宅ゾーンにおける戸建住宅（グランリーフ羽曳が丘）等の整

備やスポーツゾーン南地区における羽曳野市の「道の駅」開設について、地域住民

の方々や地元羽曳野市のご意見・ご要望等もお聞きしながら、本事業を進めてまい

りました。 

 一方、スポーツゾーン北地区については、平成17年度から５年間は暫定利用と

した上で、土地所有者の大阪府住宅供給公社が羽曳野市に無償貸与し、現在、羽曳

野市が「市立健康ふれあいの郷スポーツ公園」として開設しているところです。 

今回お示ししているスポーツゾーン北地区の土地利用計画案につきましては、戸

建住宅の建設、民間事業者によるスポーツ施設の整備、羽曳野市が運営するグラウ

ンドゴルフ場の整備と、当初の基本構想の整備内容との変更はあるものの、そのコ

ンセプトである『緑豊かな環境のもとで誰もがふれあい、自然と親しみながらスポ

ーツ・レクリェーションを楽しみ、ゆとりをもって住み、憩う』ことを念頭に置い

たもので、この基本的な考え方については、大阪府・大阪府住宅供給公社・羽曳野

市の３者において、合意しているところです。 

「我々地元住民・自治会は正式には計画案の内容を知らされていない」、とのご

意見を頂いておりますが、今後、地元の方々に対する説明会を実施し、ご理解をい

ただくよう努めてまいります。 

 また、スポーツゾーン北地区内の「ビオトープ」については、大阪府住宅供給公

社が羽曳野市に５年間の期限を定め無償貸与している土地において、地元連合会が

羽曳野市から行政財産使用許可を得てその管理を行っておられるものであります

が、今後の取扱いについては、地元の方々のこれまでの取組みにも配慮し、検討し

てまいります。 

 

 



TakaoKa
テキストボックス
別紙（府民意見原文）






